
スマートフォンやスマートデバイスの普及により、無線通信は私たちの生活に欠かせないものとな

りました。しかし、人が多く集まる場所では通信が不安定になるなど、いくつかの課題が存在します。

そこで本研究室では、常に安定した無線通信の実現を目指し、高信頼なモバイルネットワーク技術

の研究に取り組んでいます。
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どんなときも切れることのない無線通信を
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➢ 移動式スモールセル技術により，通信需要のダイナミックな変化に対して効率的に対応

➢ ドローンの自律ネットワーク形成技術により，災害発生時において迅速にネットワークを提供

➢ 高速ビーム制御技術により，高効率なユーザの収容や高精度センシングを実現

日中(13時) 夜間(24時)
都内における通信需要の変化

固定配置のセルでは時間や場所による変化に追従出来ない
→必要な分だけネットワークを提供したい
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市街地

郊外

移動式スモールセル (ON)

移動式スモールセル (OFF)

市街地

郊外

日中 夜間

✓ 自家用車やバス等が一時的にスモールセルとして動作
✓ 通信需要に応じたオンオフ制御

◆ ドローンの自律ネットワーク形成技術 [2] ◆高速ビーム制御技術 [3]

移動式スモールセル (ON)

移動式スモールセル (OFF)

被災地

✓ マルチエージェント強化学習によるUAV協調型制御

被災地毎にネットワークが必要な場所が異なる
→状況に応じて自律的にネットワークを形成したい

高速ビームステアリング

ユーザ

基地局アンテナ

高周波数帯＋多数アンテナ
によるビームフォーミング技術
→効率的にユーザの探索や
センシングを行いたい

✓ 1シンボル以下で高速にビームステアリング

分野：情報通信
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